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食品加工機械製造業 Ｅ社の事例 

１ 全体概要編 

１－１事業の概要等 

Ｅ社は、製パン製菓用機械および厨房機械を製造販売する食品機械製造業に属する企

業である。その主な取引先は、製パン・製菓業などとなる。同社 K 工場はその主力工場

となり、従業員数５０名の規模である。 
同社では、かねてより安全な機械を作る必要性を感じていた。専務取締役によると、

お客様との受注時の話し合いの中で、同社が設計・製造する機械について、最大限の安

全化を実施しなければという思いを強くしていたという。そのような中で、同社が属す

る(社)日本食品機械工業会から、今回の機械設備のリスクアセスメント等を支援する本事

業の情報を入手し、安全な機械を設計・製造するための勉強をするようにという専務取

締役からの指示により本事業に参加を決定した。本事業では、機械メーカーとしての立

場で、機械安全化について、どういう見方・観点で進めるかを学び、従業員の教育にし

ていくことを期待している。 
 

１－２支援対象の機械設備の概要（すべての機種について） 

食品機械メーカーとして主製品であるオーブンをリスクアセスメントの対象とするが、

標準品には機械的アクチュエータおよび動力回路といったものがない。オプションとし

て、オーブンにスリップピールを挿入する時に使用される電動リフトが唯一のアクチュ

エータである。今回支援のリスクアセスメントの対象は、このスリップピール用電動リ

フト付きオーブンを対象とし、機械ライフサイクルの「通常使用段階」における生産、

段取り、保守に限定して行うものとする。写真１に対象機械を示し、図１に概略図を示

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ 対象機械：電動リフト付オーブン（パン焼き機） 

電動リフト 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１－３ 機械設備の制限仕様の指定(共通) 
第１回の個別面談に提出された（仕様限界・使用情報記入シート）について、下記事

項について助言を行った。 

① リスクアセスメントを実施する上で製造者が意図する使用、合理的に予見可能な誤

使用等リスクアセスメント実施条件をあらかじめ想定制限すること。 

② リスクアセスメント実施内容の条件を明確にしておくこと 

③ 対象者として記載するものは不特定な者は入れない方が良い。具体的な者を記載す

ること。リスク評価時、不特定を対象とすると曖昧になってくる可能性がある。 

これに基づいてＥ社は内容を検討して、再度のフォローアップ後に仕様限界・使用情

報記入シートが提出された。 

図１ 対象機械の概略図 




